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■日   時：令和８年３月１２日（木） 午後１時３０分 

 

■会   場：大仙市役所３階大会議室 

 

■出席委員：１５名（出席者名簿参照） 

 

■次   第： 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ（今野副市長） 

 

３ 協議案件 

（１） 令和７年度 補正予算（案）について ····································· 資料１ 

（２） 大仙市地域公共交通計画（第５期交通計画）の策定について ········· 資料２ 

（３） 地域内フィーダー系統確保維持計画変更認定申請について ·········· 資料３ 

 

４ 報告案件 

（１） 令和７年度大仙市乗合タクシー再編支援業務について ················ 資料４ 

 

５ その他 

 

６ 閉会 
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（午後１時３０分 開会） 

 

○事務局(菅原廣也主幹) 

本日はお忙しい中、ご出席いただき誠にありがとうございます。 

定刻より若干早いですが、ただいまから第５６回大仙市地域公共交通活性化再生協議会を開会

いたします。 

それでは初めに、本協議会の会長であります今野副市長より、ご挨拶を申し上げます。 

 

○今野功成会長（大仙市副市長）※以下「会長」と表記 

大仙市副市長の今野でございます。 

本日は、大変お忙しいところ、第５６回目となります「大仙市地域公共交通活性化再生協議会」

にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

さて、本日の協議会では、令和７年度 補正予算（案）、大仙市地域公共交通計画（第５期交通計

画）の策定、地域内フィーダー系統確保維持計画変更認定申請についてご協議いただきます。 

交通計画につきましては、前回の第５５回協議会において素案をお示しし、その後パブリックコメ

ントを実施するとともに、先日の大仙市議会定例会総務企画常任委員会においてもご協議いただ

いております。本日は、素案からの主な変更点をご説明申し上げ、委員の皆様からご承認を賜り

たいと存じます。 

また、令和７年度に実施しました乗合タクシーの再編業務につきましても、本年度の事業報告と

してご説明させていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

○事務局(菅原廣也主幹) 

前回に引き続き、本日の協議会は、ペーパーレス推進の観点から、委員の皆様にはタブレット端

末により資料をご確認いただくこととしております。 

資料は、スマートフォンと同様に指で左右にスクロールしていただくことで、ページを進めるこ

とができます。 

またタブレット端末の向きに応じて資料の表示も自動的に切り替わりますので、適宜ご活用く

ださい。 

それでは、議事に入ります。議事の進行は「協議会設置要綱第５条第１項」により、会長が議長を

務めることとなっておりますので、この後の進行をお願いいたします。 

 

〇会長 

 それでは会議を始めます。本日は「協議会設置要綱第５条第２項」でいう３分の２以上の委員の

皆様が出席されておりますので、会議は成立しております。次第に従いまして進めさせていただ

きます。 
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はじめに、協議案件（１）令和７年度 補正予算（案）について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

【資料１の内容について説明】 

 

〇会長 

ただいまの説明について、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

〇山平路春委員(秋田県交通政策課) 

地域内フィーダー系統補助金については、前年度の実績額を当初予算に計上し、決算時に精算

する方法を取っている自治体もあります。令和8年度の参考としていただければと思い、ご紹介

いたします。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

ありがとうございます。ご紹介いただいた方法で対応できないか検討してまいります。 

 

〇会長 

その他に、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

質問が無いようですので、原案のとおり承認することでよろしいでしょうか。 

 

【「異議なし」の声あり】 

 

それでは、協議案件（１）令和７年度 補正予算（案）について、原案のとおり承認とさせていただ

きます。 

次に、協議案件（２）大仙市地域公共交通計画（第５期交通計画）の策定について、事務局から説

明をお願いします。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

【資料２の内容について説明】 

 

〇会長 

ただいまの説明について、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

質問が無いようですので、原案のとおり承認することでよろしいでしょうか。 

 

【「異議なし」の声あり】 
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それでは、（２）大仙市地域公共交通計画（第５期交通計画）の策定について、原案のとおり承認と

させていただきます。 

次に、協議案件（３）地域内フィーダー系統確保維持計画変更認定申請について、事務局

から説明をお願いします。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

【資料３の内容について説明】 

 

〇会長 

ただいまの説明について、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

質問が無いようですので、原案のとおり承認することでよろしいでしょうか。 

 

【「異議なし」の声あり】 

 

それでは、（３）地域内フィーダー系統確保維持計画変更認定申請について、原案のとおり承

認とさせていただきます。 

次に、報告案件（１）令和７年度大仙市乗合タクシー再編支援業務について、事務局から説明を

お願いします。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

【資料４の内容について説明】 

 

〇会長 

ただいまの説明に関しまして、ご質問等がありましたら、お願いします。 

 

〇青山忠雄委員(ハイヤー協会大曲仙北支部) 

太田地区については、中仙タクシーと連携して運行を行っていますが、コロナ禍の影響もあり、

利用者の中心である高齢者が減少している状況です。 亡くなられた方や施設に入られた方もお

り、新規利用者がなかなか増えていない状況です。 

現在の主な利用目的は、診療所やスーパーへの移動となっています。コロナ禍前は中里温泉へ

の利用も一定数あり、入浴を楽しみに利用される高齢者も多くいらっしゃいましたが、現在は利用

実績がない状況となっています。リニューアルオープンにより利用増も期待していましたが、令和

7年度はまだ実績がありません。 

現在、地域活動応援課がシステム会社と連携しながら事業の検討を進めていますが、新規利用

者がなかなか増えないというのが現状です。 
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〇会長 

ありがとうございました。 

その他に、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

〇平太志委員(東北運輸局秋田運輸支局) 

補助金を活用されるとのことですが、第１次公募が２月２７日から始まっており、３月２７日の締

め切りとなっております。例年通り、第２次、第３次公募があるか不透明な状況ですので、もし第１

次で申請する予定であれば、早めに準備を進めていただければと思います。 

また、公共ライドシェアで実証運行する場合は、登録申請が必要となり、申請から登録まで１ヵ月

程度かかりますので、その点も踏まえてご準備いただければと思います。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

情報提供ありがとうございます。事務手続きについて、余裕を持ったスケジュールで準備を進

めてまいりますのでよろしくお願いいたします。 

 

〇会長 

その他に、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

〇高橋伸委員(太田地域協議会) 

利用者が少なくなってきたとのことですが、住民にとってより分かりやすい形で周知できれば

よいと思います。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

今回のワークショップの内容については、だいせん日和３月号にチラシを折り込む形で周知して

おります。ただ、今後実証運行を行ううえで、住民の皆さまのご意見が重要になってきますので、

引き続き周知に努めてまいります。 

 

〇会長 

その他に、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 

〇井上俊二委員(羽後交通株式会社) 

バス業界では人手不足が深刻な課題となっており、当社においても大きな影響が出ています。

以前もお話ししましたが、バスは1台運行するために必ず運転手が1人必要となります。自動運転

の実証実験も進められていると聞いていますが、実用化にはまだ時間がかかるのではないかと

思っています。 
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当社では、コロナ禍前と比べて運転手が約35％減少しており、営業所が一つなくなるほどの規

模の減少となっています。そのため、現在は何とか路線バスの運行を維持している状況です。当

社では高速バスや貸切バスも運行していますが、人員に余裕がなく、そちらへ人を回すことも難し

い状況です。 

また、燃料価格の高騰もあり、経営環境は非常に厳しくなっています。現在は燃料会社と交渉し

ていますが、これまで月単位で見直されていた燃料価格が、今後は週単位で見直される可能性も

あり、さらに厳しい状況になることが懸念されます。 

地域交通を守るという使命のもと、できる限り努力していきたいと考えていますが、事業環境

は大変厳しい状況です。もしご家族やお知り合いの中で、運転手の仕事に興味のある方がいらっ

しゃいましたら、ぜひご紹介いただければと思います。 

昨年7月には、高校卒業後に運転手として入社した方がおり、テレビでも特集を組んでいただ

きましたが、その後なかなか続く人材が出ていないのが現状です。バスだけでなく、タクシーや鉄

道など公共交通全体で人材不足が深刻ですので、地域公共交通を支える人材確保についてもご

理解とご協力をお願いしたいと思います。 

 

〇会長 

ありがとうございました。 

その他に、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

次に、その他に入ります。 

本日の案件以外でも結構でございますので、皆様から何かございましたらお願いいたし

ます。 

 

〇佐藤力委員(大仙市社会福祉協議会) 

できれば次回から、地区別の人口構成や利用者数といった資料を添付してほしいです。そうす

れば地区別の公共交通の利用率などが分かるのではないでしょうか。 

 

〇事務局(進藤尚人主任) 

次回から参考資料として添付させていただきます。 

 

〇会長 

ありがとうございました。 

その他に、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

ご質問等ないようですので、事務局から何かありますか。 

 

○事務局（菅原廣也主幹） 

次回の協議会は６月頃の開催を予定しております。近くなりましたら正式にご案内させて
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いただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

○会長 

それでは本日はこれをもちまして終了とさせていただきます。 

長時間にわたりありがとうございました。 

 

（午後２時１５分 閉会） 

 

 


